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皆さんいかがお過ごしでしょうか？2022年も3分の1が終わり、4月の新年度からも
1ヶ月して少しホッと一息つける5月でしょうか。
さて、当院のAIDS/HIV総合治療センターは4月から新しく南医師が部長に就任いたし
ました。新体制となりましたが、患者さんが安心して治療を受けられるよう努めてい
きます。今年度もよろしくお願いいたします。

～就任の挨拶～

皆さま、こんにちは。
前任の山本政弘部長の退官に伴い、4月より
AIDS/HIV総合治療センター部長に就任した
南留美と申します。
今までも免疫感染症内科の外来にて診療を行って
いましたが、直接お会いしたことのない患者さんも
おられると思いますので改めて挨拶をさせていただ
きました。
さて、皆さんご存じの通り、HIV感染症は
慢性疾患となりました。つまり薬を内服して
ウイルスを感度以下にコントロールしていれば
HIV感染が原因で命を落とすことありません。
そうはいっても毎日の服薬はストレスでしょうし、
2-3か月に１度の定期受診も「面倒だなあ」と
感じておられる方も多いと思います。
しかも受診のたびに「体重が・・。」「お酒が・・。」「食事が・・。」と
いろいろ指摘されますし・・・。
ただHIV治療薬により長生き出来るようになった現在、健康的な老後を迎えるため
には「いま」が大切なのです。ですので、これからも懲りずに受診に来てください。
そして気になることがあれば遠慮なくご相談ください。

部長 南留美

追記：最近、山登りが好きになりました。といっても年に1-2回ほどしか登ってい
ませんが。お勧めの山があれば是非教えてください。

これからホッとな季節がやってくる？



編集後記
継続し続ける大変さを実感しております、、、皆さんの継続する為のコツはなんですか？
今の悩みは、老後2000万円問題をどうやって解決しようと考えています。 MSW（O）

今月より福岡県でパートナーシップ宣誓制度が始まります
～性の多様性を認め合い、たくさんの笑顔で暮らしていける福岡県へ～

日本では未だに社会生活の中で同性カップルであることを理由に、賃貸住宅への入居申し込み
が困難なこと等の社会生活上の障壁があります。福岡県は、こうした障壁を取り除き誰もが
安心して生活できるようにするための取り組みの一環として、2022年4月1日より
「福岡県パートナーシップ宣誓制度」を開始することとなりました。

福岡県パートナーシップ制度とは

福岡県内の行政サービス（一部）
・県営住宅等の同居での入居申込
・県立病院での病状説明、治療方針の同意
・生計同一世帯としての生活保護申請
・障害のある方と同居しているパートナーの方
名義の自動車税減免申請（障害のある方の為に
自動車を運転している場合）

民間サービス（一部）
・生命保険の受取人指定
・賃貸契約
・クレジットカードの家族カード
・携帯電話の家族割

MSWより
大切な方と安心して生活できる地域になるため
の一歩としてパートナーシップ宣誓制度が浸透
していくことを応援できればと思います。

～対象者～
1.成年（満18歳）に達していること
2.いずれか一方が、福岡県内に在住もしくは転入予定であること（原則3か月以内）
3.宣誓に係る相手以外とのパートナーシップにないこと
4.相手が近親者でないこと（養子縁組は除く）

～宣誓に必要な物～
（1）提出書類
1.パートナーシップ宣誓書
2.住民票の写し等
3.独身証明書（福岡県内の方は住所地の役所にて取得可能）
4.知事が必要と認める書類（例）宣誓書に子供の氏名を記載する際の、住民票の写しや戸籍
抄本等
（2）宣誓時に提示する書類
1.個人番号カード、パスポート、運転免許証等（氏名、生年月日が確認できるもの）
（3）通称名の使用希望の場合
1.日常生活において通称名を使用していることが確認できる書類（顔写真付き社員証や学生
証、住所の記載された郵便物等）

福岡県HP抜粋

～できること～

〈見本〉


